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千葉市立郷土博物館は、令和８（２０２６）年の千葉開府９００年に向けて、千葉氏をは

じめとする郷土の歴史を楽しみながら学べる拠点を目指して、令和６年９月末から常設展示

の改修を進めてきました。このたび、展示改修を終え、令和７年１１月８日（土）にリニュー

アルオープンしますので、お知らせします。 

 

１ リニューアルオープン日について 

令和７年１１月８日（土） 

※オープン記念式典終了後（１０：１５以降）から入館可能となります。 

 

２ リニューアルの概要  

（１）場所 

千葉市立郷土博物館（中央区亥鼻１－６－１）  

（２）展示コンセプト 

 「郷土千葉のあゆみ、そのダイナミズム（躍動感のある変遷）がわかる」博物館への

再生 

（３）展示テーマ 

陸と海・人とモノを結ぶ「千葉」 

（４）リニューアルの主な特徴 

①千葉がわかる！千葉市ならではの通史展示・千葉氏展示の実現 

千葉市の今日までのあゆみ、歴史のダイナミズムを体感できる通史を展示します。

また、鎌倉幕府創設に貢献した千葉常胤の活躍や全国に広がった一族、本拠とした中

世の千葉の情景など、本市の礎を築いた千葉氏の全てがわかる展示となっています。 

②楽しく学ぶ！ここでしかできない体験の創出 

資料に触れ、映像を視聴できるコーナーを設け、楽しみながら学ぶことができる展

示となっています。また、館内各所に設置された二次元コードから資料の解説や見ど

ころを知ることができます。 

③機能向上！入りやすく、使いやすい施設に刷新 

展示に没入できる明瞭な動線をダイナミックラインで構築し、体系的理解を促しま

す。１階には展示への期待感を高めるエントランスを設けています。 

※各階の主な展示概要については、別紙をご参照ください。 

（５）郷土博物館のロゴ作成 

展示リニューアルにともない郷土博物館のロゴを作成しました。

郷土博物館の外観イメージと、展示の時代ごとのテーマカラーで積

み重ねてきた歴史を示すとともに、ポップな色あいでわくわく感を

表現しました。 

 
 令和７年１０月９日 

教育委員会事務局生涯学習部 
文化財課郷土博物館 
電話 ２２２－８２３１ 

   

 

千葉市立郷土博物館は、１１月８日（土）にリニューアルオープンします！ 

～郷土の歴史を楽しみながら学べる施設に生まれ変わります～ 
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３ リニューアルオープン記念式典 

（１）日時 

令和７年１１月８日（土）９：３０～１０：１５ 

（２）場所 

   郷土博物館前広場 

（３）内容 

   主催者挨拶、来賓祝辞、テープカット等  

   ＜式典内イベント＞  

   ・北辰一刀流による演武  

   ・葛城中吹奏楽部による演奏 

    ※式典は一般の方もご参加いただけます（雨天時を除く）。  

    ※演武と演奏は雨天の場合、中止となります。  

    ※駐車場は式典関係で使用するため、８日午前中は使用できません。 

（４）当日開催のイベント 

 ・千葉氏ＶＲゲーム「月星の記憶」の体験 

 ・竹灯籠づくりのワークショップ 

 ・鎧の試着体験 

 ・リニューアル記念のご城印の配布（１００人限定） 

※千葉氏ＶＲゲームおよび竹灯籠づくりは雨天の場合、中止となります。 

※当日ご来館の方、先着１５０人に記念品をプレゼント。 

 

４ 報道機関向け内覧会 

（１）日時 

   令和７年１１月７日（金）１３：００～１５：００ 

（２）参加申し込み  

千葉市立郷土博物館（電話２２２－８２３１）へ１１月５日（水）１７：００までに

ご連絡ください。  

※当日は他の関係内覧者も参加しますのでご了承ください。  

 

＜参考＞ 

１ 千葉
ち ば の

介
すけ

ナビ 

館内の各所に二次元コードを設置し、来館者がスマートフォンで読

み取ることで、千葉介たちが親しみやすい言葉で見どころなどを解説

します。方角に合わせた見どころスポットの紹介や、千葉介たちとの

写真撮影もできます。英語版ページも設けています。 

 

２ 館内の順路（動線）と時代の流れを示すダイナミックライン 

通史をつなぐ工夫として、時代ごとにテーマカラーを設定しました。そのカラーを床や

壁に示した「ダイナミックライン」をたどることで、迷うことなく鑑賞に集中できます。 

 

 

千葉介ナビ 


